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ゆ

紀
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田
でん
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【
９
月
】

◆
９
月
18
日
（
水
）

　

申
請
地
現
地
調
査

◆
９
月
20
日
（
金
）

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況

調
査
）

　

農
業
委
員
会
定
例
総
会
・
全
協

【
10
月
】

◆
10
月
17
日
（
木
）

　

申
請
地
現
地
調
査

◆
10
月
21
日
（
月
）

　

農
業
委
員
会
定
例
総
会
・
全
協

【
11
月
】

◆
11
月
６
日
（
水
）

第
二
回
農
業
員
委
員
・
推
進
委
員

　

研
修
会

◆
11
月
18
日
（
月
）

　

申
請
地
現
地
調
査

◆
11
月
20
日
（
水
）

　

農
業
委
員
会
定
例
総
会
・
全
協

【
12
月
】

◆
12
月
10
日
（
火
）

　

と
ち
ぎ
女
性
農
業
委
員
の
会

　

総
会
・
研
修
会

◆
12
月
18
日
（
水
）

　

申
請
地
現
地
調
査

◆
12
月
19
日
（
木
）

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委
員

等
研
修
会

◆
12
月
20
日
（
金
）

　

農
業
委
員
会
定
例
総
会
・
全
協

　

推
進
委
員
研
修
会

農
業
委
員
会
活
動
報
告

　
　

̶

９
月
〜
12
月̶

自
然
の
影
響
を
受
け
や
す
い
農
業

に
と
っ
て
、
昨
年
は
大
変
な
年
で
し
た

が
、
今
年
は
良
い
年
に
な
る
事
を
願
い

ま
す
。
ま
た
、大
嘗
祭
で
使
わ
れ
た『
と

ち
ぎ
の
星
』
の
作
付
け
が
増
え
、
人
々

に
周
知
さ
れ
る
と
共
に
、
高
根
沢
産
の

お
米
が″
お
い
し
い
〞
と
笑
顔
で
食
べ

て
も
ら
え
る
事
を
期
待
し
ま
す
。

農
委
情
報
編
集
委
員

委
員
長　

佐
藤　

美
千
代

委　

員　

堀

井

久

雄

委　

員　

木

村

進

一

委　

員　

小

堀

良

三

委　

員　

野

中

照

雄

委　

員　

齋

藤　
　

誠

委　

員　

小

堀

秀

一

委　

員　

岩

本

右

一

委　

員　

石

塚

毅

男

編
集
後
記

就農しました！
ひら　 　いし 　　ゆ 　　き

営農類型：施設野菜（アスパラガス）＋露地野菜
★就農したきっかけは？
　昨年４月に就農しました。将来、父親の農地を他人に任せるのなら私
がやろうと思いました。

★アスパラガスを栽培しようと思った理由は？
　父親からの勧めです。昨年９月にハウスを15ａに３棟建て、今年５
月に定植する予定です。また、今年中に３棟建てようと思っています。

★将来の目標・意気込みを聞かせてください。
　失敗も糧にし、5年後には立派な農家になったと言われるように頑
張ります！

平 石 由 貴さん（32）〔文挾〕

農業用軽油免税証の交付申請のお知らせ
□申請受付日程

□受付会場　役場　第４会議室（第２庁舎１階西側）
□免税証の交付を受けられる方　（１）農業を営み農業用機械に軽油を使用する方
　　　　　　　　　　　　　　　（２）機械を使う農作業全てを受託し、農業用機械に軽油を使用する方
※免税軽油使用者が税の滞納処分を受け、その滞納処分の日から２年を経過していない場合などは使用者証および免税証は交付
　できません。
□問合せ先　矢板県税事務所　課税課　TEL0287-43-2173　　町産業課　TEL675-8104

月　日 受付時間 地　　域
１月20日（月）
１月21日（火）
１月22日（水）

上高根沢,栗ケ島,寺渡戸,西高谷,花岡
平田,太田,桑窪,上柏崎,亀梨,中柏崎,下柏崎,飯室,文挾,伏久
上阿久津,中阿久津,宝積寺,大谷,石末,宝石台,光陽台

【午前の部】
　　 ９時～11時30分
【午後の部】
　　13時～16時
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農業者年金に加入しました！

令和２年度県農業施策並びに予算に関する要望
高根沢町農業委員会は、令和元年10月17日、栃木県に対し以下の事項を要望しました。

担い手対策について

農業関係団体の連携について

農地利用等最適化の推進について

人・農地プランの充実について

　農地集積による事業規模拡大を行った担
い手農家は、経営の効率化のために農業機
械・設備の増強が必要となるが、購入経費、
維持に係る経費は大きな負担となっている
ので、負担軽減となる対策を要望する。

　農地を集積する担い手農家であっても、
経営実態は家族経営・個人経営で、農地周辺
の道水路等の保全管理が困難となってきて
いるため、規模の小さな農家でも経営が存
続できる草刈り、堀ざらいなどの人的支援
の仕組みづくりを要望する。

　農業委員会・市町村・農協・土地改良区・県
等の連携を図り、課題を共有し、その解決に
向けて対策を練り、各団体個々の裁量で処
理できることで課題解決を図るべきと考え
る。そのための連絡協議会等組織及び会議
の開催を要望する。

　地域住民主体の話し合いは重要ではある
が、話し合いへの参加者を多く集めること
や住民全体のまとまりのある話し合いの実
施は難しいため、県が主導して取り組まれ
るよう要望する。

　以前から農業者年金のことは知っていま
したが、加入のきっかけは、地元の推進委員の
勧めでした。保険料の額が自由に決められ、節
税効果もあることが魅力に感じました。

加入
資格

農業者年金は
●国民年金上乗せの公的年金（終身）
●少子高齢化時代に強い積立方式・
　確定申告拠出型

加入者の声（黒内康弘さん）

加入の
種類

国民年金第1号被保険者※納付免除者除く
年間60日以上農業に従事
20歳以上60歳未満
政策支援加入（保険料の国庫補助あり）
通 常 加 入（保険料の国庫補助なし）＊通常加入（保険料の国庫補助なし）は、

　加入資格を満たせば加入できます。

農業者年金の内容やご相談は、農業委員会（TEL675-8108）または最寄りのＪＡへお問合せください。

＜ポイント＞
●保険料の額（月額２万円～６万７千円）
　が自由に決められる。
●途中脱退・再加入が自由である。

＜メリット＞
●高い節税効果がある！※自ら支払った
　保険料は全額社会保険料控除できる。
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❷

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

平
成
か
ら
令
和
へ
と
変
わ
っ
た
昨
年

は
、
台
風
15
号
19
号
に
よ
っ
て
、
県
内
も

含
め
た
東
日
本
の
広
範
囲
が
記
録
的
な
大

雨
と
な
っ
た
よ
う
に
、
自
然
災
害
の
多
い

年
で
し
た
。
幸
い
本
町
は
奇
跡
的
に
大
き

な
被
害
も
な
く
、
翌
日
の
テ
レ
ビ
で
各
地

の
被
害
の
大
き
さ
を
知
り
た
だ
唖
然
と
す

る
ば
か
り
で
し
た
。
２
年
前
の
西
日
本
豪

雨
に
続
き
起
っ
た
災
害
で
す
。
そ
れ
ら
の

対
策
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
国
に
よ
る
米
の
生
産
数
量
目
標

の
配
分
や
直
接
支
払
交
付
金
が
廃
止
さ
れ

て
２
年
目
を
迎
え
、
米
作
り
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

代
わ
っ
て
県
や
町
の
再
生
協
議
会
が
作
付

け
参
考
値
を
示
し
て
の
作
付
け
と
な
り
、

本
町
で
は
農
家
の
方
々
の
ご
協
力
で
需
給

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
概
ね
昨
年
に
続
き
米

価
は
安
定
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

農
政
に
お
い
て
は
昨
年
の
10
月
に
国
会

承
認
さ
れ
た
日
米
貿
易
協
定
が
本
年
１
月

め
て
し
ま
う
と
大
変
で
す
。青
色
申
告
は
、

何
よ
り
自
分
の
経
営
状
況
が
把
握
で
き
、

税
務
上
で
も
青
色
申
告
特
別
控
除
が
受
け

ら
れ
、
専
従
者
給
与
が
必
要
経
費
に
計
上

で
き
ま
す
の
で
節
税
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

農
業
共
済
組
合
で
の
収
入
保
険
制
度
へ
の

加
入
に
は
一
年
以
上
の
青
色
申
告
が
必
要

で
す
。

農
業
の
青
色
申
告
に
つ
い
て
は
、
高
根

沢
町
農
業
青
色
申
告
会
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
町
の
農
業
委
員
会
が

事
務
局
で
す
。
農
業
は
自
然
災
害
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
時
代
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
探
し
て
こ
の
時
代
を
生
き
抜
い

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
為

の
一
歩
で
あ
る
の
が
「
青
色
申
告
」
で
す
。

な
お
、
昨
年
の
４
月
、
長
女
が
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
さ
く
ら
で
の
研
修
を
修
了
後
就
農

し
て
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
青
色
申
告

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
青
色
申
告
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

第
23
期
農
業
委
員
に
任
命
さ
れ
一
年
半

が
過
ぎ
て
、
日
々
業
務
に
励
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
私
は
40
代
よ
り
青
色
申
告
を
行

っ
て
お
り
、
経
験
上
の
観
点
か
ら
申
告
の

流
れ
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
最
初
に

書
類
の
申
請
で
す
が
、
申
告
を
始
め
よ
う

と
す
る
年
の
３
月
15
日
ま
で
に
青
色
申
告

承
認
申
請
書
と
合
わ
せ
て
、「
専
従
者
給

与
に
関
す
る
届
出
書
」
と
「
源
泉
所
得
税

の
納
期
の
特
例
の
承
認
に
関
す
る
申
請

書
」
を
税
務
署
へ
提
出
し
ま
す
。

私
は
、
一
ケ
月
毎
に
領
収
書
を
金
銭
出

納
帳
と
元
帳
に
記
入
し
て
お
り
ま
す
。
後

の
青
色
申
告
の
際
、
領
収
書
の
記
入
を
た

１
日
に
発
効
さ
れ
、
既
に
発
効
済
み
の
Ｔ

Ｐ
Ｐ
11
や
Ｅ
Ｕ
と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ

Ｐ
Ａ
）
と
含
め
れ
ば
、
農
業
を
含
ん
だ
日

本
経
済
は
、
世
界
の
経
済
の
６
割
を
占
め

る
自
由
貿
易
圏
を
構
築
し
た
世
界
に
身
を

置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
産
物
の
大

幅
な
市
場
開
放
を
受
け
入
れ
た
日
本
の
農

業
の
先
行
き
が
気
が
か
り
で
す
。
政
府
に

は
日
本
の
食
糧
及
び
農
業
を
守
る
た
め
の

積
極
的
保
護
政
策
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
た
ち
農
業

委
員
会
は
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
を

目
指
し
、
一
昨
年
７
月
よ
り
農
家
の
皆
様

へ
の
意
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
本
年
５
月
で
原
則
終
了
し
て

検
証
検
討
会
を
実
施
し
て
今
後
の
活
動
の

基
礎
資
料
と
し
ま
す
。
昨
年
、
中
間
管
理

事
業
関
連
法
案
の
５
年
目
の
見
直
し
が
さ

れ
、
農
地
の
最
適
化
の
た
め
に
農
業
委
員

会
が
積
極
的
に
関
わ
る
べ
き
と
の
指
針
が

示
さ
れ
、
町
が
推
進
す
る
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
に
参
加
し
て
農
地
の
集
積
・
集
約

へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
よ
う
、
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、

町
産
業
課
、
Ｊ
Ａ
、
土
地
改
良
区
、
担
い

手
農
家
、
及
び
関
係
団
体
と
の
協
力
で
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

政
府
は
、
農
地
利
用
の
効
率
化
を
全
農
地

の
中
で
大
規
模
農
家
な
ど
の
担
い
手
が
利

用
す
る
面
積
の
比
率
を
令
和
４
年
度
ま
で

に
80
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

本
町
の
集
積
率
は
現
在
57
％
で
す
。
目

標
に
向
か
っ
て
農
家
の
方
々
及
び
関
係
団

体
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
一
体
と
な
り
農

業
委
員
会
に
求
め
ら
れ
る
課
題
解
決
に
向

け
邁
進
す
る
覚
悟
で
す
。
農
業
委
員
会
に

対
す
る
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
ご
健

勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
し
、
新
春
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

農
業
委
員

平
石
淳
一

農
業
委
員
会
会
長

野
中
照
雄

新
春
を
迎
え
て

青
色
申
告
の
す
す
め
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高
根
沢
町
の
農
家
人
口
は
、
平
成
27
年

の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
１
６
９
１
人
と
発

表
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
値
だ
け
み
る
と
結

構
多
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
22
年
の
デ
ー

タ
を
確
認
し
た
ら
驚
愕
し
ま
し
た
。
約
３

倍
の
５
５
５
３
人
。
た
っ
た
５
年
で
農
家

人
口
が
こ
ん
な
に
も
減
っ
て
い
る
と
は
思

い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
戸
数
で
み
て
も

２
０
０
戸
以
上
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ

け
農
家
人
口
が
減
っ
て
も
耕
作
地
の
面
積

に
変
わ
り
が
な
い
と
言
う
こ
と
は
、
１
戸

あ
た
り
の
耕
作
面
積
が
増
え
た
と
い
う
こ

と
で
、
農
地
の
集
積
が
否
応
な
し
に
行
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。
農
家
人
口
が
減
っ
た

要
因
の
一
番
に
考
え
ら
れ
る
の
は
高
齢
化

に
よ
る
離
農
で
す
が
、
そ
れ
に
伴
う
農
地

の
行
先
は
必
然
的
に
労
働
力
に
余
力
が
あ

る
農
家
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
借

り
手
農
家
は
、
面
積
が
増
え
る
こ
と
を
想

定
し
た
機
械
設
備
の
増
強
や
労
働
力
確
保

の
計
画
は
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
も

し
、
近
い
将
来
に
お
け
る
面
積
増
加
の
想

定
が
可
能
に
な
れ
ば
、
借
り
手
農
家
は
経

営
計
画
が
立
て
や
す
く
無
理
の
な
い
受
け

入
れ
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

現
在
、
私
た
ち
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
は
、
農
家
へ
の
戸
別
訪
問
を
行
い
今

令
和
元
年
９
月
20
日
、
農
業
委
員
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
合
同
で
４
班

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
区
域
内
の

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
調
査
は
、
農
地
法
に
基
づ
い
て

「
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
、

解
消
」・「
違
反
転
用
発
生
防
止
、
早
期
発

見
」
等
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。
今
回
の
調
査
は
、
担
当
区
域
内
（
花

岡
・
飯
室
等
）
の
前
年
調
査
で
の
遊
休
農

地
や
違
反
転
用
で
あ
っ
た
も
の
が
解
消
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
重
点
的
に
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
調
査
結
果
は
、

現
に
耕
作
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
か

つ
、
今
後
も
維
持
管
理
、
農
作
物
の
栽
培

が
行
わ
れ
る
見
込
み
の
な
い
農
地
が
２

件
、
違
反
転
用
が
１
件
で
、
前
回
指
導
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
状
況
が
改
善
さ
れ
な

い
ま
ま
で
し
た
。
今
後
は
、
遊
休
農
地
や

違
反
転
用
に
至
っ
た
要
因
を
精
査
し
、
解

消
に
向
け
た
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、町
全
体
で
は
、

遊
休
農
地
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
、

担
い
手
が
見
つ
か
ら
な
い
条
件
の
悪
い
農

地
が
目
立
ち
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な

り
ま
し
た
。
農
地
は
一
度
耕
作
を
止
め
て

数
年
経
て
ば
、
原
形
が
分
か
ら
な
い
ほ
ど

に
荒
れ
て
し
ま
い
、
農
地
の
集
積
を
図
る

と
き
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、
周

辺
の
病
害
虫
発
生
を
助
長
し
、
有
害
鳥
獣

の
隠
れ
場
所
に
な
る
な
ど
農
業
振
興
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ご
み
の

不
法
投
棄
、
火
災
発
生
の
原
因
に
な
る
な

ど
生
活
環
境
へ
の
悪
影
響
も
考
え
ら
れ
る

の
で
適
正
な
管
理
が
必
要
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
高
根
沢
町
の
農

業
振
興
や
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

後
の
農
業
経
営
の
意
向
に
つ
い
て
調
査
・

情
報
収
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
を

町
が
本
年
更
新
す
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
組
み
込
む
こ
と
で
、
近
い
将
来
に
お
け

る
農
地
の
動
向
が
推
測
可
能
と
な
り
、
計

画
的
な
農
地
集
積
に
繋
げ
ら
れ
経
営
計
画

が
立
て
や
す
く
な
り
ま
す
。
更
に
は
、
経

営
体
育
成
支
援
事
業
な
ど
の
国
庫
補
助
金

事
業
へ
の
参
画
も
受
け
や
す
く
な
る
メ
リ

ッ
ト
も
含
ん
で
い
ま
す
。

農
地
の
集
積
は
、
決
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
将
来

的
に
農
地
や
農
業
を
守
る
と
い
う
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
行
動
で
す
。
減
少
傾
向
に
あ
る
農

家
人
口
を
止
め
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

が
、
対
応
準
備
を
始
め
る
こ
と
は
す
ぐ
に

で
も
で
き
ま
す
。
特
に
近
い
将
来
の
高
根

沢
町
の
農
業
を
担
う
30
代
40
代
の
農
業
者

が
中
心
と
な
り
、
Ｊ
Ａ
協
力
の
も
と
可
能

性
の
あ
る
集
積
計
画
を
開
始
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

農
地
利
用
集
積
に
つ
い
て

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

◇
農
業
委
員（
議
席
順
）　
　
　
　

　
会
　
長
　
　
　
　
野
中
　
照
雄

　
会
長
職
務
代
理
者
小
堀
　
良
三

　
委
　
員
　
　
　
　
堀
井
　
久
雄

　
　
〃
　
　
　
　
　
佐
藤
美
千
代

　
　
〃
　
　
　
　
　
木
村
　
進
一

　
　
〃
　
　
　
　
　
矢
田
部
公
一

　
　
〃
　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
一

　
　
〃
　
　
　
　
　
平
石
　
淳
一

　
　
〃
　
　
　
　
　
石
塚
　
啓
子

◇
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
　

（
区
番
等
順
）　
　
　
　
　
　
　
　

　
委
　
員
　
　
　
　
齋
藤
　
誠
治

　
　
〃
　
　
　
　
　
見
目
　
智
史

　
　
〃
　
　
　
　
　
齋
藤
　
　
誠

　
　
〃
　
　
　
　
　
岩
原
　
二
朗

　
　
〃
　
　
　
　
　
小
堀
　
秀
一

　
　
〃
　
　
　
　
　
齋
藤
　
悦
男

　
　
〃
　
　
　
　
　
加
藤
　
　
薫

　
　
〃  

　
　
　
　
　見
目
　
博
幸

　
　
〃
　
　
　
　    

岩
本
　
右
一

　
　
〃
　
　
　
　
　
小
林
　
正
光

　
　
〃
　
　
　
　
　
小
林
　
　
毅

　
　
〃
　
　
　
　
　
小
林
　
忠
夫

　
　
〃
　
　
　
　
　
小
堀
貴
己
夫

　
　
〃
　
　
　
　
　
小
林
　
義
喜

　
　
〃
　
　
　
　
　
野
中
　
悦
夫

　
　
〃
　
　
　
　
　
石
塚
　
毅
男

　
　
〃
　
　
　
　
　
山
本
　
光
洋

　
　
〃
　
　
　
　
　
鈴
木
　
孝
明

謹
賀
新
年

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員

見
目
智
史

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

小
堀
貴
己
夫

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
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これからの農業に向けて集落で話合いを行います

農地の貸借は農地バンク（農地中間管理機構）へ

「 人 ・ 農 地 プ ラ ン 」 の 実 質 化 に 向 け て 

農 地 バ ン ク の 仕 組 み 

　これから農業機械・施設の補助や新規就農者に対する支援などを受けるためには、「人・農地プラン」が実質化され
た集落であることが必要となります。全集落での実質化を目指すため、町は令和３年３月までに集落ごとに次のこと
を行いますので、ご協力お願いいたします。 
①農業委員会の農地利用最適化推進委員による戸別訪問の結果を基に、地図を作成します。
②話合いを開催します。（集落ごとに開催日などを通知いたしますので、ご参加お願いいたします）
　地図を基に「近い将来離農する方の農地は誰が耕作するのか」など、課題を話し合いましょう。

出し手 
(農地所有者)

窓口は町産業課です 

★農地バンクの手続きが一部変わります

契約実績
平成27年

平成28年

平成29年

平成30年

42件

45件

30件

39件

町の公告
集積計画

〔出し手→機構〕

町の公告
集積計画

〔出し手→機構→受け手〕

県の公告
配分計画

〔機構→受け手〕

294筆

277筆

139筆

210筆

646,374㎡

569,321㎡

304,214㎡

485,294㎡

受け手 
(地域の担い手)

連携・協力

借
受
け

権
利
設
定
の

期
間

経
営
転
換

協
力
金

未
相
続

の
農
地

貸
付
け

農地バンク（農地中間管理機構） 
（公益財団法人栃木県農業振興公社）

賃借料の口座振替を行います。
※物納での契約も可

※町の公告で終了します。

※一部抜粋＜令和元年11月１日から＞

★機構集積協力金の交付単価が変わりました
＜出し手に対する支援＞

約３か月

＜令和２年４月１日から＞

内 容 変 更 前 変 更 後

内 容 変 更 前 変 更 後

内 容 平成30年度 令和元年度 ～ 令和3年度 

出し手が機構に農地を貸付けてから、受け手が
機構から借受けるまでに約３か月かかる。

受け手が決まっている場合、町の集積計画のみ
で権利設定ができる。 

原則、農地バンクへの貸付けはできない。
 （遺産分割協議書があれば可） 

機構への貸付面積が 
１ha 未満      　　　→ ５万円／10ａ
１ha 以上２ha 未満 → 50万円／1戸
２ha 以上     　　　 → 70万円／１戸

交付単価：1万5千円／10ａ
上 限 額：50万円／１戸 

上記のほかに、地域全体に対する「地域集積協力金」や農地の集約化を図る担い手に対する「農地整備・
集約協力金」もありますので、下記までお問い合わせください。
◆「人・農地プラン」「農地バンク」に関する問合せ先 町産業課 TEL675-8104 

※令和４～５年度は、地域で取り組む場合のみ
１万円／10ａ（上限額 25 万円／１戸）
令和５年度をもって廃止されます。

持分の過半以上の同意があれば貸付けできる。

契約希望者は、まず次の３点を町にお伝えください。
①出し手・受け手の氏名
②契約したい農地の地番
③賃借料の契約金額または物納の契約数量
農地バンクから町に契約書が届きましたら、町から 出し手・
受け手の方にご連絡いたします。
※ 受け手が見つからない場合もご相談ください。
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農業者年金に加入しました！

令和２年度県農業施策並びに予算に関する要望
高根沢町農業委員会は、令和元年10月17日、栃木県に対し以下の事項を要望しました。

担い手対策について

農業関係団体の連携について

農地利用等最適化の推進について

人・農地プランの充実について

　農地集積による事業規模拡大を行った担
い手農家は、経営の効率化のために農業機
械・設備の増強が必要となるが、購入経費、
維持に係る経費は大きな負担となっている
ので、負担軽減となる対策を要望する。

　農地を集積する担い手農家であっても、
経営実態は家族経営・個人経営で、農地周辺
の道水路等の保全管理が困難となってきて
いるため、規模の小さな農家でも経営が存
続できる草刈り、堀ざらいなどの人的支援
の仕組みづくりを要望する。

　農業委員会・市町村・農協・土地改良区・県
等の連携を図り、課題を共有し、その解決に
向けて対策を練り、各団体個々の裁量で処
理できることで課題解決を図るべきと考え
る。そのための連絡協議会等組織及び会議
の開催を要望する。

　地域住民主体の話し合いは重要ではある
が、話し合いへの参加者を多く集めること
や住民全体のまとまりのある話し合いの実
施は難しいため、県が主導して取り組まれ
るよう要望する。

　以前から農業者年金のことは知っていま
したが、加入のきっかけは、地元の推進委員の
勧めでした。保険料の額が自由に決められ、節
税効果もあることが魅力に感じました。

加入
資格

農業者年金は
●国民年金上乗せの公的年金（終身）
●少子高齢化時代に強い積立方式・
　確定申告拠出型

加入者の声（黒内康弘さん）

加入の
種類

国民年金第1号被保険者※納付免除者除く
年間60日以上農業に従事
20歳以上60歳未満
政策支援加入（保険料の国庫補助あり）
通 常 加 入（保険料の国庫補助なし）＊通常加入（保険料の国庫補助なし）は、

　加入資格を満たせば加入できます。

農業者年金の内容やご相談は、農業委員会（TEL675-8108）または最寄りのＪＡへお問合せください。

＜ポイント＞
●保険料の額（月額２万円～６万７千円）
　が自由に決められる。
●途中脱退・再加入が自由である。

＜メリット＞
●高い節税効果がある！※自ら支払った
　保険料は全額社会保険料控除できる。
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

平
成
か
ら
令
和
へ
と
変
わ
っ
た
昨
年

は
、
台
風
15
号
19
号
に
よ
っ
て
、
県
内
も

含
め
た
東
日
本
の
広
範
囲
が
記
録
的
な
大

雨
と
な
っ
た
よ
う
に
、
自
然
災
害
の
多
い

年
で
し
た
。
幸
い
本
町
は
奇
跡
的
に
大
き

な
被
害
も
な
く
、
翌
日
の
テ
レ
ビ
で
各
地

の
被
害
の
大
き
さ
を
知
り
た
だ
唖
然
と
す

る
ば
か
り
で
し
た
。
２
年
前
の
西
日
本
豪

雨
に
続
き
起
っ
た
災
害
で
す
。
そ
れ
ら
の

対
策
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
国
に
よ
る
米
の
生
産
数
量
目
標

の
配
分
や
直
接
支
払
交
付
金
が
廃
止
さ
れ

て
２
年
目
を
迎
え
、
米
作
り
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

代
わ
っ
て
県
や
町
の
再
生
協
議
会
が
作
付

け
参
考
値
を
示
し
て
の
作
付
け
と
な
り
、

本
町
で
は
農
家
の
方
々
の
ご
協
力
で
需
給

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
概
ね
昨
年
に
続
き
米

価
は
安
定
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

農
政
に
お
い
て
は
昨
年
の
10
月
に
国
会

承
認
さ
れ
た
日
米
貿
易
協
定
が
本
年
１
月

め
て
し
ま
う
と
大
変
で
す
。青
色
申
告
は
、

何
よ
り
自
分
の
経
営
状
況
が
把
握
で
き
、

税
務
上
で
も
青
色
申
告
特
別
控
除
が
受
け

ら
れ
、
専
従
者
給
与
が
必
要
経
費
に
計
上

で
き
ま
す
の
で
節
税
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

農
業
共
済
組
合
で
の
収
入
保
険
制
度
へ
の

加
入
に
は
一
年
以
上
の
青
色
申
告
が
必
要

で
す
。

農
業
の
青
色
申
告
に
つ
い
て
は
、
高
根

沢
町
農
業
青
色
申
告
会
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
町
の
農
業
委
員
会
が

事
務
局
で
す
。
農
業
は
自
然
災
害
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
時
代
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
探
し
て
こ
の
時
代
を
生
き
抜
い

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
為

の
一
歩
で
あ
る
の
が
「
青
色
申
告
」
で
す
。

な
お
、
昨
年
の
４
月
、
長
女
が
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
さ
く
ら
で
の
研
修
を
修
了
後
就
農

し
て
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
青
色
申
告

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
青
色
申
告
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

第
23
期
農
業
委
員
に
任
命
さ
れ
一
年
半

が
過
ぎ
て
、
日
々
業
務
に
励
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
私
は
40
代
よ
り
青
色
申
告
を
行

っ
て
お
り
、
経
験
上
の
観
点
か
ら
申
告
の

流
れ
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
最
初
に

書
類
の
申
請
で
す
が
、
申
告
を
始
め
よ
う

と
す
る
年
の
３
月
15
日
ま
で
に
青
色
申
告

承
認
申
請
書
と
合
わ
せ
て
、「
専
従
者
給

与
に
関
す
る
届
出
書
」
と
「
源
泉
所
得
税

の
納
期
の
特
例
の
承
認
に
関
す
る
申
請

書
」
を
税
務
署
へ
提
出
し
ま
す
。

私
は
、
一
ケ
月
毎
に
領
収
書
を
金
銭
出

納
帳
と
元
帳
に
記
入
し
て
お
り
ま
す
。
後

の
青
色
申
告
の
際
、
領
収
書
の
記
入
を
た

１
日
に
発
効
さ
れ
、
既
に
発
効
済
み
の
Ｔ

Ｐ
Ｐ
11
や
Ｅ
Ｕ
と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ

Ｐ
Ａ
）
と
含
め
れ
ば
、
農
業
を
含
ん
だ
日

本
経
済
は
、
世
界
の
経
済
の
６
割
を
占
め

る
自
由
貿
易
圏
を
構
築
し
た
世
界
に
身
を

置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
産
物
の
大

幅
な
市
場
開
放
を
受
け
入
れ
た
日
本
の
農

業
の
先
行
き
が
気
が
か
り
で
す
。
政
府
に

は
日
本
の
食
糧
及
び
農
業
を
守
る
た
め
の

積
極
的
保
護
政
策
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
た
ち
農
業

委
員
会
は
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
を

目
指
し
、
一
昨
年
７
月
よ
り
農
家
の
皆
様

へ
の
意
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
本
年
５
月
で
原
則
終
了
し
て

検
証
検
討
会
を
実
施
し
て
今
後
の
活
動
の

基
礎
資
料
と
し
ま
す
。
昨
年
、
中
間
管
理

事
業
関
連
法
案
の
５
年
目
の
見
直
し
が
さ

れ
、
農
地
の
最
適
化
の
た
め
に
農
業
委
員

会
が
積
極
的
に
関
わ
る
べ
き
と
の
指
針
が

示
さ
れ
、
町
が
推
進
す
る
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
に
参
加
し
て
農
地
の
集
積
・
集
約

へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
よ
う
、
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、

町
産
業
課
、
Ｊ
Ａ
、
土
地
改
良
区
、
担
い

手
農
家
、
及
び
関
係
団
体
と
の
協
力
で
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

政
府
は
、
農
地
利
用
の
効
率
化
を
全
農
地

の
中
で
大
規
模
農
家
な
ど
の
担
い
手
が
利

用
す
る
面
積
の
比
率
を
令
和
４
年
度
ま
で

に
80
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

本
町
の
集
積
率
は
現
在
57
％
で
す
。
目

標
に
向
か
っ
て
農
家
の
方
々
及
び
関
係
団

体
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
一
体
と
な
り
農

業
委
員
会
に
求
め
ら
れ
る
課
題
解
決
に
向

け
邁
進
す
る
覚
悟
で
す
。
農
業
委
員
会
に

対
す
る
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
ご
健

勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
し
、
新
春
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

農
業
委
員

平
石
淳
一

農
業
委
員
会
会
長

野
中
照
雄

新
春
を
迎
え
て

青
色
申
告
の
す
す
め



農 委 情 報第 127 号 令和 2年 1月

❶

令和元年９月 27日 悠
ゆ

紀
き

斎
さい

田
でん

抜
ぬき

穂
ほ

の儀
ぎ

（大谷）

―――――主  な  内  容―――――
〇新春を迎えて , 青色申告のすすめ , 農地利用集積に
　ついて , 農地パトロールを実施して………P2-P3
〇人・農地プラン , 農地バンク……………………P4
〇令和２年度県農業施策並びに予算に関する要望…P5
〇農業者年金に加入しました！…‥……………P5
〇就農しました！…………………‥‥･･･････…P6
〇農業用軽油免税証の交付申請のお知らせ……P6
〇農業委員会活動報告………………………………P6 

令和 2年 1月

第127号

毎月10日〆切毎月10日〆切

農 委 情 報令和 2年 1月 第 127 号

❻

【
９
月
】

◆
９
月
18
日
（
水
）

　

申
請
地
現
地
調
査

◆
９
月
20
日
（
金
）

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況

調
査
）

　

農
業
委
員
会
定
例
総
会
・
全
協

【
10
月
】

◆
10
月
17
日
（
木
）

　

申
請
地
現
地
調
査

◆
10
月
21
日
（
月
）

　

農
業
委
員
会
定
例
総
会
・
全
協

【
11
月
】

◆
11
月
６
日
（
水
）

第
二
回
農
業
員
委
員
・
推
進
委
員

　

研
修
会

◆
11
月
18
日
（
月
）

　

申
請
地
現
地
調
査

◆
11
月
20
日
（
水
）

　

農
業
委
員
会
定
例
総
会
・
全
協

【
12
月
】

◆
12
月
10
日
（
火
）

　

と
ち
ぎ
女
性
農
業
委
員
の
会

　

総
会
・
研
修
会

◆
12
月
18
日
（
水
）

　

申
請
地
現
地
調
査

◆
12
月
19
日
（
木
）

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委
員

等
研
修
会

◆
12
月
20
日
（
金
）

　

農
業
委
員
会
定
例
総
会
・
全
協

　

推
進
委
員
研
修
会

農
業
委
員
会
活
動
報
告

　
　

̶

９
月
〜
12
月̶

自
然
の
影
響
を
受
け
や
す
い
農
業

に
と
っ
て
、
昨
年
は
大
変
な
年
で
し
た

が
、
今
年
は
良
い
年
に
な
る
事
を
願
い

ま
す
。
ま
た
、大
嘗
祭
で
使
わ
れ
た『
と

ち
ぎ
の
星
』
の
作
付
け
が
増
え
、
人
々

に
周
知
さ
れ
る
と
共
に
、
高
根
沢
産
の

お
米
が″
お
い
し
い
〞
と
笑
顔
で
食
べ

て
も
ら
え
る
事
を
期
待
し
ま
す
。

農
委
情
報
編
集
委
員

委
員
長　

佐
藤　

美
千
代

委　

員　

堀

井

久

雄

委　

員　

木

村

進

一

委　

員　

小

堀

良

三

委　

員　

野

中

照

雄

委　

員　

齋

藤　
　

誠

委　

員　

小

堀

秀

一

委　

員　

岩

本

右

一

委　

員　

石

塚

毅

男

編
集
後
記

就農しました！
ひら　 　いし 　　ゆ 　　き

営農類型：施設野菜（アスパラガス）＋露地野菜
★就農したきっかけは？
　昨年４月に就農しました。将来、父親の農地を他人に任せるのなら私
がやろうと思いました。

★アスパラガスを栽培しようと思った理由は？
　父親からの勧めです。昨年９月にハウスを15ａに３棟建て、今年５
月に定植する予定です。また、今年中に３棟建てようと思っています。

★将来の目標・意気込みを聞かせてください。
　失敗も糧にし、5年後には立派な農家になったと言われるように頑
張ります！

平 石 由 貴さん（32）〔文挾〕

農業用軽油免税証の交付申請のお知らせ
□申請受付日程

□受付会場　役場　第４会議室（第２庁舎１階西側）
□免税証の交付を受けられる方　（１）農業を営み農業用機械に軽油を使用する方
　　　　　　　　　　　　　　　（２）機械を使う農作業全てを受託し、農業用機械に軽油を使用する方
※免税軽油使用者が税の滞納処分を受け、その滞納処分の日から２年を経過していない場合などは使用者証および免税証は交付
　できません。
□問合せ先　矢板県税事務所　課税課　TEL0287-43-2173　　町産業課　TEL675-8104

月　日 受付時間 地　　域
１月20日（月）
１月21日（火）
１月22日（水）

上高根沢,栗ケ島,寺渡戸,西高谷,花岡
平田,太田,桑窪,上柏崎,亀梨,中柏崎,下柏崎,飯室,文挾,伏久
上阿久津,中阿久津,宝積寺,大谷,石末,宝石台,光陽台

【午前の部】
　　 ９時～11時30分
【午後の部】
　　13時～16時
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